
２−６ フォーム３：間の手型
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間の手型の特徴

メインメロとの掛け合いを中心としたフレーズをホーンセクションで演奏するフォー
ム。ヴォーカルなどのメインメロディの隙間を狙って印象的な間の手を入れること
で、パリッとメリハリの効いたアレンジに仕上げることができる。
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間の手型アレンジのポイント

① メインメロディの切れ目を中心に演奏

✓ 原則としてメインメロディの切れ目を狙ってフレーズを挿入

✓ メインメロと交互に見せ場を作ることでメリハリの効いたアレンジに

② 間の手部分は印象的なフレーズを

✓ ８分音符を基調とした運動量の多いパッセージを中心に

✓ マルカート＆スタッカートを中心に歯切れの良いフレーズを心がけよう

③ メインメロと同時演奏する場合は控えめな動きで

✓ 間の手だけで物足りない場合はメインメロディと同時に動いてもOK

✓ その際は白玉や四分音符を中心とした控えめなメロディを心がけよう
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間の手型アレンジの手順

①メインメロの切れ目に1st Tpで間の手を入れる

②①で作った間の手で物足りなければツナギを足す

③2nd Tp、Sax、Tbでボイシングする
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① メインメロの切れ目に1st Tpで間の手を入れる

まずはメインメロの切れ目に1st Tpで間の手を入れていく。メインメロディのフレー
ズの終わりなどを狙って派手目のメロディを散りばめていくとよい。
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② ①で作った間の手で物足りなければツナギを足す

間の手だけでは物足りなく感じる場合、その合間にツナギとなるフレーズを足して
いく。極力メインメロディの邪魔にならないよう白玉や四分音符を中心に。
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③ 2nd Tp、Sax、Tbでボイシングする

ユニゾンボイシングの場合はラインの輪郭が引き立ち、コードボイシングの場合
は華やかさが増す。好みに合わせて使い分けよう。
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